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地域から始まる
元気な町づくり

金
山
町
で
は
、
過
疎
化
や
少
子
・
高
齢
化
が

進
み
、
地
域
を
と
り
ま
く
環
境
は
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
を

魅
力
あ
る
地
域
に
し
よ
う
と
考
え
、
始
ま
っ

た
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

山
入
一
地
区
・
山
入
二
地
区
・

横
田
地
区

　

今
年
度
は
「
癒
し
の
森
」
の

整
備
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

松
坂
峠
か
ら
西
方
に
広
が
る
ブ

ナ
林
を
含
む
国
有
林
を
訪
れ
る

観
光
客
が
、
安
全
・
快
適
に
見

学
で
き
る
よ
う
に
、
遊
歩
道
の

刈
り
払
い
作
業
や
案
内
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
作
成
、
案
内
板
の
設
置

に
着
手
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
桜
の
植
栽
事
業
や

地
区
の
共
有
林
を
活
か
し
た

「
ワ
ラ
ビ
園
」
の
整
備
と
運
営
、

「
癒
し
の
宿
」
と
し
て
空
き
家

を
使
っ
た
民
泊
施
設
の
整
備
等

考
え
て
い
ま
す
。
す
で
に
岩
手

県
の
農
家
民
宿
で
の
宿
泊
を
体

験
し
、
今
後
の
民
泊
施
設
の
整

備
事
業
に
向
け
た
研
修
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

▼
山
入
一
区
長　

須
佐　

政
孝

　

山
入
二
区
長　

大
竹　

伸
二

　

横
田
区
長　
　

横
田　

耕
一

癒しの森や山入地区の案内に役立つ
パンフレット

会の連絡調整役
須佐政孝さん

森
林
に
つ
つ
ま
れ
た

歌
舞
伎
の
里
の
再
生

　

三
更
地
区
は
災
害
に
よ
り
移

転
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
三
島
町

早
戸
地
区
と
を
む
す
ん
で
い
た

渡
し
舟
も
廃
れ
、
地
区
の
荒
廃

も
年
々
進
ん
で
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
中
、
地
区
の
再
生
に
向
け

住
民
が
立
ち
上
が
り
、
昨
年
は

四
十
五
年
の
時
を
超
え
、
渡
し

舟
が
「
霧む

幻げ
ん

峡き
ょ
う

の
渡
し
」
と
し

て
復
活
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
新
し
い
和
舟

の
製
作
や
「
緑
の
夢
追
人
」
と

し
て
地
区
の
外
か
ら
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
り
、
集
落
の
環
境

美
化
活
動
の
実
施
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

今
後
計
画
中
の
事
業
で
は
、

受
け
入
れ
体
制
の
強
化
を
図
る

上
で
他
地
区
や
町
の
協
力
も
必

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
更
集
落
の

懐
か
し
い
渡
し
舟
復
活
と

廃
村
再
生
整
備

三
更
地
区（
霧
幻
峡
プ
ロ
ジ
ェク
ト
）

霧幻峡プロジェクト
責任者　星賢孝さん

▼
区
長　
　

角　

田　
　
　

浩

　

責
任
者　

星　
　
　

賢　

孝復活を果たした渡し舟 緑の夢追人により整備された霧幻峡
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横
田
中
学
校
の
廃
校
が
決
定

す
る
中
、
将
来
の
見
通
し
を
持

ち
横
田
地
域
で
暮
ら
せ
る
仕
組

み
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
横
田

地
域
の
地
域
づ
く
り
計
画
の
作

成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
事
業
と
し
て
は
、

横
田
地
域
で
採
れ
た
農
産
物
を

販
売
す
る
「
四し

季き

菜さ
い

の
駅
よ
こ

た
」
の
運
営
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
東
北
電
力
㈱
の
支

援
を
受
け「
町
づ
く
り
元
気
塾
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
法
政

大
学
岡
崎
昌
之
教
授
を
初
め
と

す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
の
先
生
方
を

派
遣
し
て
も
ら
う
な
ど
し
て
、

更
な
る
地
域
活
性
化
を
模
索
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
四
季
菜
の
駅
よ
こ
た

の
改
良
や
、
横
田
産
の
農
産
物

　

町
の
表
玄
関
で
あ
る
川
口
地

区
も
過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
が

進
み
活
力
が
年
々
低
下
し
て
い

過
疎
・
高
齢
化
が
進
む

地
域
に
お
け
る

住
民
主
体
の
地
域
活
性
化

横
田
地
域
を
考
え
る
会

代表の滝沢澄夫さん

地域活性化について学んだ講演会郷土料理で地域活性化を模索

会
津
川
口
駅
前
周
辺
を

中
心
と
し
た
魅
力
あ
る

地
域
づ
く
り

愛
さ
れ
る
川
口
を
つ
く
る
会

会長の菅家徳夫さん

ま
す
。
そ
ん
な
現
状
を
打
破

し
、
将
来
に
希
望
を
持
て
る
地

域
づ
く
り
を
推
進
し
よ
う
と
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
今
後
の
主
な
事

業
計
画
を
立
て
、
三
つ
の
大
き

な
柱
と
し
て
、
歩
い
て
和
め
る

町
づ
く
り
事
業
・
会
津
川
口
駅

と
の
連
携
事
業
・
各
種
イ
ベ
ン

ト
の
実
施
を
決
め
ま
し
た
。

▼
会
長　
　

菅　

家　

徳　

夫

▼
副
会
長　

猪　

俣　

昭　

夫

　
　
　
　
　

阿　

部　

泰　

雅

美しい地域づくりを目指す川口地区

元
気
な
宮
崎
の
会

後世へ伝えたい宮崎地区の風景

会長の
長谷川善助さん

　

集
落
機
能
の
低
下
が
み
ら
れ

る
中
、
目
的
を
持
ち
い
き
い
き

と
し
た
生
活
を
送
れ
な
い
か
と

考
え
、
先
人
の
業
績
と
知
恵
で

旧
沼
田
街
道
、
金
山
町

宮
崎
集
落
の
町
並
み
保
存
と

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

で
作
り
上
げ
た
景
観
の
維
持
と

当
地
区
に
伝
わ
る
宝
物
の
保
存

に
立
ち
上
が
り
ま
し
た

　

現
在
は
、
桑
折
町
へ
の
訪
問

研
修
や
、
講
師
を
招
い
て
の
講

演
会
を
通
し
具
体
的
な
計
画
立

案
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

会
で
は
宮
崎
地
区
の
心
を
一

つ
に
し
て
、
近
隣
地
区
や
町
の

協
力
を
得
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
再
生
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

▼
会
長　
　

長
谷
川　

善　

助

　

副
会
長　

長
谷
川　

源　

佐

 

目　

黒　

吉　

夫

を
使
っ
た
新
た
な
特
産
品
づ
く

り
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

▼
代
表　
　

滝　

沢　

澄　

夫
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

金
山
町
で
は
、
国
が
定
め
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
優

先
接
種
対
象
者
の
う
ち
、
接
種
を
希
望
す
る
方
に
接
種

費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
補
助
の
内
容
と
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
注
意
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

優先接種対象者の負担額と助成の概要
区　　　分 住民負担額 助成の概要

生活保護世帯、町民税非課税世帯 ０円 町が全額補助

課
税
世
帯

妊婦、１歳～中学生 ０円 町が全額補助
基礎疾患を持つ方、１歳未満
児の保護者、優先接種対象者
で身体的理由で接種できない
方の保護者、高校生相当の年
齢の方、高齢者（６５歳以上）

１回目１，８００円
２回目１，２７５円
※１回目と異なる医療機
関の場合は１，８００円

町が１／２の
額を補助

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

流
行
警
報
が
発
令

　

先
月
、
福
島
県
内
で
は
一
医

療
機
関
あ
た
り
の
患
者
数
が

30
人
を
超
え
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
流
行
警
報
が
発
令
さ
れ
ま
し

た
。
報
告
の
多
く
は
、
全
国
的

に
流
行
し
て
い
る
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
（
Ａ
型
Ｈ
１
Ｎ
１
）

と
推
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
重

症
化
を
防
ぐ
た
め
の
予
防
接
種

が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
ワ
ク
チ

ン
量
に
は
限
り
が
あ
る
た
め
、

す
で
に
公
表
さ
れ
て
い
る
優
先

接
種
対
象
者
の
接
種
開
始
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
も
今
後
変
更
さ
れ
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
金
山

町
国
保
診
療
所
で
も
、
11
月
末

現
在
、
優
先
接
種
対
象
者
に
対

す
る
国
か
ら
の
ワ
ク
チ
ン
の
配

布
に
遅
れ
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
義
務
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
希
望
さ
れ

る
方
が
個
別
に
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

金
山
町
に
住
民
登
録
し
て
い

る
方
で
、
す
で
に
公
表
さ
れ
て

い
る
優
先
接
種
対
象
者
が
助
成

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

接
種
期
間

平
成
21
年
11
月
16
日（
月
）か
ら

平
成
22
年
3
月
31
日（
水
）ま
で

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
す
で
に

受
け
た
方
も
助
成
の
対
象

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
優
先

接
種
対
象
者
の
中
で
、
す
で
に

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
て
全
額

を
負
担
し
た
方
も
助
成
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
は
役
場
保
健
医

療
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

接
種
手
続

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
可
能
か
ど

う
か
を
各
医
療
機
関
に
確
認

し
、
予
約
を
し
て
か
ら
受
け
て

く
だ
さ
い
。

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

ワ
ク
チ
ン
接
種

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
と

も
に
毎
冬
に
流
行
す
る
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
症
と
重

症
化
を
防
ぐ
た
め
の
予
防
接
種

も
始
ま
り
ま
し
た
。

　

医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

の
不
足
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
も

出
て
き
て
い
ま
す
。
金
山
町
国

保
診
療
所
で
は
、
11
月
末
現
在

ワ
ク
チ
ン
の
不
足
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
各
医
療
機
関
に

確
認
し
て
か
ら
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

つ
い
て
の
疑
問
、
不
明
な
点
は

次
の
と
こ
ろ
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
保
健
医
療
係

 

☎
54
–
5
1
3
5

インフルエンザ
注 意 ポ イ ン ト

•感染を予防するためにこまめな手洗
いとうがいを励行しましょう。

•咳等の症状があるときは、マスクを
着用する等「せきエチケット」を守
りましょう。

•医療機関を受診するときは事前に電
話し、マスクを着用して受診しまし
ょう。

•インフルエンザにかかったら、症状
が始まった日の翌日から７日間は自
宅で療養しましょう。

•軽症の場合は必ずしも通院する必要
はありませんが、呼吸困難や嘔吐等
の重症化の兆候がみられたら、速や
かに受診しましょう。
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到
来

　
金
山
の
冬

本
格
的
な
冬
の
足
音
が
聞
こ
え
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
町
で
は
今
年
も
、
み
な
さ
ん
の
生
活
道
路
を
確

保
す
る
べ
く
、
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。
除
雪
車
の

出
動
基
準
と
除
雪
作
業
従
事
者
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

正しい操作で安全除雪
　毎年、雪のシーズンになると除雪機による事
故が多発しています。除雪機を使う際には、次
の点に注意して操作しましょう。
○雪づまりを除去するときや機械を点検すると
きは、必ずエンジンを止めましょう。

○雪づまりを除去するときは、必ず雪かき棒を
使いましょう。

○機械を操作するときは、足もとや後方の障害
物に注意しましょう。

○除雪作業するときは、周囲に人を近づけない
ようにしましょう。

◎問い合わせ…社団法人日本農業機械工業会内
　　　　　　　除雪機安全協議会
　　　　　　　☎０３－３４３３－０４１５
　　　　　　　http://www.jfmma.or.jp

除雪に関する緊急連絡先
場　　所 電話番号

役場建設係 54－5311
道路管理センター（中川） 55－3234
沼沢除雪車庫 55－3414
横田除雪車庫 56－4836
宮下土木事務所（国県道） 52－2311

上横田地区で購入した小型除雪機械

宝
く
じ
の
助
成
を
受
け

除
雪
機
械
を
購
入

　

こ
の
ほ
ど
、
上
横
田
地
区
で

は
全
国
自
治
宝
く
じ
の
普
及
広

報
事
業
費
を
財
源
と
し
て
、
財

団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

実
施
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
を
受
け
て
小
型
除
雪
機
械

を
購
入
し
ま
し
た
。

　

こ
の
除
雪
機
械
は
、
今
冬
か

ら
上
横
田
地
区
の
道
路
や
公
共

施
設
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

世
帯
の
除
雪
作
業
を
通
し
て
住

み
や
す
い
地
域
づ
く
り
に
役
立

て
ら
れ
ま
す
。

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

　

町
で
は
、
十
二
月
十
五
日
か

ら
直
営
と
委
託
に
よ
る
除
雪
体

制
を
敷
き
、
み
な
さ
ん
の
生
活

道
路
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

降
雪
量
が
多
い
時
に
は
、
早

朝
か
ら
の
作
業
に
な
り
、
騒
音

や
除
雪
作
業
が
間
に
合
わ
な
い

こ
と
等
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
。

　

除
雪
作
業
に
は
雪
押
し
場
の

確
保
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

除
雪
車
の
出
動
基
準

　

町
の
除
雪
車
は
新
雪
除
雪
、

路
面
整
生
、
拡
幅
除
雪
の
作
業

で
出
動
し
ま
す
。
出
動
の
基
準

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
新
雪
除
雪

•
路
上
の
積
雪
が
十
五
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
以
上
の
と
き

•
吹
き
だ
ま
り
が
で
き
て
交
通

に
支
障
を
来
す
と
き

▼
路
面
整
正

•
圧
雪
路
面
に
極
端
な
凹
凸
が

で
き
、
交
通
に
支
障
を
来
す

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
き

▼
拡
幅
除
雪

•
必
要
な
車
道
幅
員
の
確
保
が

困
難
に
な
っ
た
と
き
や
、
今

後
の
除
雪
に
備
え
必
要
と
判

断
し
た
と
き

除
雪
作
業
従
事
者

　

今
冬
の
町
直
営
除
雪
運
転
手

及
び
町
委
託
業
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

▼
町
直
営
除
雪
運
転
手

　

栗　

城　

澄　

雄

　

栗　

城　

孝　

志

　

栗　

田　

梅　

男

　

長
谷
川　

英　

男

　

大　

竹　
　
　

勤

　

中　

丸　

謙　

公

　

栗　

城　

庄　

吉

　

長
谷
川　
　
　

徹

　

若　

林　

明　

雄

　

渡　

部　
　
　

新

　

横　

田　

浩　

志

　

五
十
島　

守　

正

　

長
谷
川　

義　

二

　

佐　

藤　

伸　

一

　

須　

佐　
　
　

勉

　

三　

瓶　

宏　

正

　

長
谷
川　

廣　

海

▼
町
委
託
業
者

　

栗
城
建
設
㈲

　

大
和
建
設
工
業
㈱

　

山
十
建
設
㈱

　

佐
久
間
建
設
工
業
㈱

　

会
津
金
山
運
輸
㈲

　

金
山
ガ
ス
㈲

　

町
の
除
雪
事
業
や
消
雪
道
路

に
関
す
る
こ
と
は
次
の
と
こ
ろ

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
建
設
係

 

☎
54
–
5
3
1
1
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地区住民で共同作業
手作業でのそばの刈り取りが行われる
　このほど大志集落農用地利用改善組合（大竹信吉組合長）の
そば刈りが行われました。組合では地区の農地を荒らさないこ
とを考え、そば畑等の耕作に取り組んでいます。
　この日は、組合員１８名が３反歩の畑にたわわに実ったそば
を手作業でていねいに刈り取りました。そしてそばの実が充分
に乾燥した１０月２９日には脱穀作業が行われました。収穫し
たそばは、１２月に行われる組合の収穫祭で振る舞われる予定
です。

手あそびを楽しむ児童たち今後の町づくりについて学んだ講演会

多くの実りが得られた脱穀作業

　「人口減少時代のまちづくり」と題した地域振
興講演会が１１月６日、開発センターで行われ
約４０名が参加しました。これは、只見川ライ
ン商工会広域連携協議会（構成は只見・金山・
昭和・三島・柳津の商工会）が主催し、講師に
菅
かん

野
の

典
のり

雄
お

飯舘村長を招き行われました。講演で
はまちづくりに取り組む視点や、時代の変化に
対応していくためのヒントを学びました。

今後の地域振興のあり方に関する
講演会が開かれる

今では珍しくなった手作業でのそば刈り

　川口・横田保育所合同の子育てと昔話講演会
が１１月２１日川口保育所で行われました。講
師に永島陽子氏（喜多方市）を迎え「昔話と親
子のふれあいあそび」と題した講演に川口保育
所・横田保育所の児童やその保護者、家族ら４
２人が参加し、昔話を聞いたり手あそびを楽し
んだりしました。

親子のふれあいの大切さを学ぶ
子育てと昔話講習会が開かれる
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　山入地区鮭立集落の磨崖仏まつりが１１月８
日、ふるさとむかし館で行われました。まつり
は山入近隣会の主催で行なわれ、会津地方唯一
の磨崖仏を参拝しました。
　また、地域住民や会津坂下警察署横田駐在所
須藤雄介巡査部長が、「振り込め詐欺」や「悪の
組織を叩きつぶす」と書かれた紙を貼った臼で
もちつきを行い、防犯意識の高揚を図りました。

つきたてのお餅に舌鼓
山入地区で磨崖仏まつり

　秋の全国火災予防運動を受け高齢世帯の防
火・防犯を指導する取り組みが１１月１０日に
行われました。会津坂下消防署金山出張所署員、
会津坂下警察署金山駐在所警部補、地区民生児
童委員等が沼沢地区の高齢者世帯を訪問し、こ
れからの季節に多く使用される暖房器具の取り
扱いの注意点や、後を絶たない振り込め詐欺に
対する防犯について指導していきました。

高齢者世帯の
防火・防犯意識を高める

防犯意識の高揚も図ったもちつき

　素材は会津でイタリアン料理教室金山町編が
１１月１３日、朝倉玲子氏（会津若松市「アサ
クラ」代表）を講師に招き開発センターで行わ
れました。これは、あいづふるさと市町村圏協
議会が主催したもので、会津地域の地産地食推
進のために会津各市町村で実施されています。
今回は町内外から２２名が参加し、かねやま特
産の赤カボチャやヒメマス等を使い南イタリア
の家庭料理４品を作りました。
　参加者は「良い素材だとあまり味付けをしな
くてもおいしく食べられることがわかりました」
と感想を話しました。

☆今回のメニュー☆
•イタリアン寄せ豆腐
•赤カボチャのニョッキ
•ヒメマスのスカロッピーネ
•金山町風（会津産豆乳）
　クリームパスタ

地産地食の大切さを学ぶ
簡単イタリア料理講習会

地産地食について学ぶ参加者

かねやまの食材を使って作られた料理

防火・防犯についてのていねいな指導

7 広報かねやま　21.12.10



　四季菜の駅よこた感謝祭は１１月１５日に行われ、４月２９日から開始した今
年の営業を終了しました。感謝祭では味噌や漬け物が販売されたほか、神楽も登
場し訪れた住民らが楽しみました。
　また、１１月２３日には金山町無人販売所生産者協議会主催によるありがとう
セールがＪＡ会津みどり金山総合支店前広場で行われ、野菜や漬け物、花の苗木
等が販売されました。来場者には、日頃の感謝を込めてあたたかい豚汁とゆで卵
が振る舞われました。

今年度の営業が終了
２つの農産物販売所で感謝祭

横田産の野菜が揃った四季菜の駅よこた多くの来場者でにぎわったありがとうセール

　金小ゆうがたクラブは１１月２６日、開発セ
ンターで行われました。この日は、ジェフ氏（西
谷・イギリス出身）一家にイギリスの歌を聞い
たり、フォークダンスをしたりして盛り上がり
ました。「イギリスの建物は石でできています」
との説明に子供たちは「え～」と驚き、文化の
違いを感じていました。また、これに先立ちジ
ェフ氏が金山小児童らと製作したわらを使った
人形も子供たちに人気を博しています。

日本との文化の違いを学ぶ
金小ゆうがたクラブで国際交流

　白寿学級・こまどり学級の合同閉講式が１２
月１日、開発センターで行われ６６名が参加し
ました。閉講式では、五十嵐七重氏を講師に迎
え「ふるさとの心を学ぶ、いいばあやになろう」
と題した講演会が行われました。白寿学級・こ
まどり学級は４月に合同開講式を行い、国際理
解講座や身近な食材を使った料理実習、創作活
動等で９回にわたり学習しました。

今年度の学習が終了
白寿・こまどり学級で閉講式

歌を楽しむ児童たちいいばあやになるヒントを学んだ講演会
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くってげ只弁！
おもてなしの駅弁を販売中
　ＪＲ只見線沿線の５町村（只見・金山・昭和・
三島・柳津）の駅では、各町村ごとの食文化や
特産品、地のものを使って作られた完全予約制
の駅弁が販売されています。会津川口駅では企
業組合おく愛ズが作る弁当、その名も「奥会津
あいしてます弁当」が食べられます。この名前
は、弁当を鮮やかに彩るあかかぼちゃ、いなか
シソ揚げ、しし茸飯、てばの黒酢煮、姫マスの
手まり寿司から名付けられています。
◎問い合わせ…企業組合おく愛ズ
　　　　　　　☎５４－５５０５ かねやま産の食材が並ぶ駅弁

　平成２１年秋の褒章で黄綬褒章を受章した佐
藤壽一さん（沼沢）が１２月４日、受章報告の
ため来庁しました。
　黄綬褒章は業務に励み、模範となった人に贈
られます。佐藤さんは末廣酒造（会津若松市）
で杜氏として精励されており、その卓越した技
術が認められました。報告を受けた長谷川町長
は「私たち町民の誇りです。心から受章をお祝
いします」と祝辞を述べ佐藤さんの受章を讃え
ました。

現代の名工にさらなる栄誉
佐藤壽一さんが黄綬褒章を受章

　このほど、町の特産品「えごま油」の搾油作
業が始まりました。えごま油にはさまざまな健
康効果があるとされ、その需要はますます高ま
っています。
　えごま油を生産している奥会津金山エゴマの
会青柳雄一副会長は「油の出来はどこに出して
も大丈夫。ぜひ、町の人たちにも大いに食べて
もらい、大いに健康になってもらいたい」と今
年の油の出来具合に太鼓判を押しました。
◎問い合わせ…奥会津金山エゴマの会代表
　　　　　　　栗城　栄二　☎５４－２６９８

今年も極上の仕上がり
町特産のえごま油の
搾油が本格化

今年一番搾りのえごま油

黄綬褒章を受章した佐藤さん
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こ
れ
か
ら
の
予
定

★
12
月
★

▼
13
日（
日
）

•
地
区
対
抗

　

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

午
前
９
時
〜　

町
民
体
育
館

▼
16
日（
水
）

•
運
転
免
許
更
新

　

午
前
９
時
30
分
〜

 

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
23
日（
水
）

•
フ
ェ
ア
リ
ー
ラ
ン
ド
か
ね
や

ま
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン

　

午
前
10
時
〜

▼
26
日（
土
）

•
ス
ー
パ
ー
キ
ッ
ズ

　

午
前
10
時
〜　

御
神
楽
館

★
1
月
★

▼
３
日（
日
）

•
新
春
の
集
い

　

午
前
11
時
〜　

横
田
公
民
館

▼
４
日（
月
）

•
新
春
名
刺
交
換
会

　

午
前
10
時
30
分
〜

 

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
６
日（
水
）

•
金
山
町
消
防
団
出
初
式

▼
13
日（
水
）〜
15
日（
金
）

•
県
中
体
連
ス
キ
ー
大
会

 

か
ね
や
ま
ス
キ
ー
場
他

▼
14
日（
木
）

•
行
政
相
談

　

午
前
10
時
〜　

金
山
町
役
場

お
知
ら
せ

納期限
12月25日まで

今月の納税
●
町

県

民

税　
　

4　

期

●
国
民
健
康
保
険
税　
　

5　

期

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　
　

5　

期

●
介

護

保

険

料　
　

5　

期

●
保

育

料　
　

12
月
分

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
を
実
施

　

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
と
は
、
地
球

温
暖
化
防
止
の
た
め
暖
房
時
の

室
温
を
20
℃
程
度
に
設
定
し
、

暖
房
機
器
の
過
度
の
使
用
を
控

え
て
、
寒
い
時
は
服
を
着
る
と

い
う
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
の
こ

と
で
す
。

　

役
場
庁
舎
で
も
二
酸
化
炭
素

の
排
出
抑
制
や
、
暖
房
費
抑
制

の
た
め
に
ボ
イ
ラ
ー
の
使
用
時

間
を
短
く
し
、
職
員
は
暖
か
い

服
装
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

会
議
等
で
役
場
に
お
出
か
け
の

際
は
暖
か
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
政
策
財
政
係

 

☎
54
–
5
2
2
2

等
を
さ
れ
た
方
も
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
税
務
係

 

☎
54
–
5
1
2
1

案　
　
　
内

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
書
の
提
出

　

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
と

は
、
申
請
資
格
の
あ
る
方
か
ら

の
申
請
に
基
づ
き
毎
年
調
製
す

る
こ
と
を
法
律
で
定
め
た
書
類

で
す
。
今
年
も
区
長
を
と
お
し

て
申
請
書
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

次
の
要
件
に
全
て
当
て
は
ま
る

方
は
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て

区
長
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

•
金
山
町
に
住
民
登
録
を
し
て

い
る
方

•
満
20
歳
以
上
の
方
（
平
成
２

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
）

•
一
反
歩
（
10
ア
ー
ル
）
以
上

の
農
地
で
耕
作
を
営
む
方

（
ま
た
は
そ
の
方
と
同
居
す

る
親
族
で
年
間
約
60
日
以
上

耕
作
す
る
方
）

▼
提
出
期
限

　

平
成
22
年
1
月
4
日（
月
）

※
満
20
歳
未
満
の
方
は
、
農
家

の
世
帯
員
で
あ
っ
て
も
申
請
書

に
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
病
気
や
高
齢
等
の
理
由

で
耕
作
で
き
な
い
方
は
申
請
で

き
ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

金
山
町
農
業
委
員
会

 
☎
54
–
5
3
2
1

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら

届
け
出
が
必
要
で
す

　

新
築
や
老
朽
化
等
で
不
要
に

な
っ
た
住
宅
・
倉
庫
・
土
蔵
等
の

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、

役
場
ま
で
家
屋
滅
失
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
22
年
度
の
固
定
資
産
税

は
、
平
成
22
年
1
月
1
日
現
在

の
台
帳
登
録
分
が
課
税
対
象
と

な
り
ま
す
。
家
屋
を
取
り
壊
し

て
も
家
屋
滅
失
届
が
提
出
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
課
税
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
忘
れ
ず
に
家

屋
滅
失
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
家
屋
を
新
築
や
増
築

農
業
者
年
金
を
装
っ
た

不
審
電
話
に
ご
注
意
を

　

県
外
の
農
業
者
に
農
業
者
年

金
基
金
を
装
っ
て
保
険
料
の
振

り
込
み
を
行
わ
せ
よ
う
と
す
る

不
審
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

農
業
者
年
金
基
金
で
は
、
指

定
口
座
へ
の
保
険
料
の
振
り
込

み
を
電
話
で
依
頼
し
た
り
、
農

業
者
年
金
の
手
続
き
の
た
め
の

手
数
料
と
称
し
て
、
現
金
を
徴

収
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
電
話
で
個
人
情

報
を
聞
き
出
す
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
。
不
審
に
思
わ
れ
る
電
話

等
が
あ
っ
た
場
合
は
そ
の
場
で

答
え
ず
、
次
の
と
こ
ろ
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

金
山
町
農
業
委
員
会　

 

☎
54
–
5
3
2
1

　
Ｊ
Ａ
会
津
み
ど
り

 

金
山
総
合
支
店

 

☎
54
–
2
0
1
1

注　
　
　
意
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年末年始の交通事故防止
県民総ぐるみ運動

スローガン
「まだいるの　飲んで乗る人　飲ます人」
期間　平成２１年１２月１０日（木）～
　　　平成２２年　１月　７日（木）
主唱　福島県・福島県交通対策協議会

ご
寄
付
に
感
謝

　

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

●
千
葉
県
の
匿
名
希
望
の
方
か

ら
五
万
円

広
報
送
付
に
対
し
て

●
会
津
坂
下
町
の
五
ノ
井
多
美

さ
ん
か
ら
一
万
円

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

あ の 人 こ の 人
１１月届出（敬称略）
こんにちは赤ちゃん

該当はありませんでした。

お二人で幸せに

該当はありませんでした。

霊よ安らかに

押　部　イ　セ（91歳）川　口
柴　田　勝　郎（78歳）橋　立
中　丸　勇次郎（88歳）宮　崎
奥　　　安　市（98歳）土　倉
菅　家　眞　理（85歳）滝　沢
目　黒　ミ　ツ（90歳）宮　崎
押　部　ト　モ（95歳）八　町

※このコーナーに掲載を希望されない方は、
届け出時に申し出て下さい。

金山町の人口（12月 1 日現在）

世 帯 数　1,146世帯（＋ 2）
人　　口　2,635人　（－ 3）
　 男 　　1,241人　（－ 6）
　 女 　　1,394人　（＋ 3）

※（　）内は先月比

会社・法人登記事務の取扱庁の変更
　現在、町内の会社や法人の登記事務は、福島地方法
務局若松支局が取り扱っています。しかし、平成２２
年２月１日からは福島地方法務局法人登記部門（福島
市）での取り扱いになります。
　なお、会社や法人の登記に係る登記事項証明書、印
鑑証明書の交付事務（動産・債権譲渡登記に係る概要
記録事項証明書の交付事務を含む）については、引き
続き若松支局でも取り扱います。また、不動産登記事
務については、取り扱いの変更はありません。
◎問い合わせ…福島地方法務局法人登記部門
　　　　　　　☎０２４－５３４－１１１１

日
にっぽん

本年金機構が
来年１月１日にスタート

　国は年金行政について国民の皆さんの信頼に応え、
一層のサービス向上の実現を目指し、組織・人員を一
新し日本年金機構を設立します。
　現在、お近くにある社会保険事務所は新たに「年金
事務所」と名称が変わりますが、年金相談等の窓口と
して引き続きご利用いただけます。

社会保険庁
廃止

日本年金機構
公的年金の運営業務

厚生労働省
公的年金の財政責任・運営責任

「やまひだ34号」原稿募集
応募要項
◇募集作品
　俳句、短歌、川柳、詩、エッセイ、創作など
◇応募の資格
　金山町民及び出身者ならどなたでも応募できま
す。
◇原稿の締め切り
　平成２２年１月２０日（水）
◇発行予定
　平成２２年３月末日
◇その他
　投稿料や申込先など、詳しい内容については、
事務局にお問い合わせください。
☆問い合わせ
　金山町中央公民館内「やまひだ編集委員会」
　☎５４－５３６１
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必ずチェック最低賃金！
使用者も労働者も

　福島県産業別最低賃金については、平成２１年
１１月２９日及び１２月９日から、時間額がそ
れぞれ改正されます。これは、常用・臨時・パー
ト・アルバイト等の名称にかかわらず、福島県内
の事業所で働く全ての労働者に適用されます。

◎問い合わせ…福島労働局労働基準部賃金室
　　　　　　　☎０２４－５３６－４６０４

最低賃金件名 １時間の
最低賃金額 効力発生年月日

福島県最低賃金
（下記 5産業を除く） ６４４円 平成21年10月18日

産
業
別
最
低
賃
金

非鉄金属製造業 ７５７円

平成21年12月 9 日
電子部品・デイ
バス・電子回路、
電気機械器具、
情報通信機械器
具製造業

７１３円

輸送用機械器具
製造業 ７４７円 平成21年11月29日

計量器・測定器・
分析機器・試験
機・測量機械器
具・理化学機械
器具、時計・同部
品、眼鏡製造業

７４１円
平成21年12月 9 日

自動車小売業 ７４１円

ＮＴＴ東日本発行の
電話帳の配達・回収について
　ＮＴＴ東日本福島支店では、１２月中
に順次、新しい電話帳（平成２２年１月
発行）を各家庭・事業所へお届けします。
　その際、現在お使いの電話帳は、新し
い電話帳とお取り替えいたしますので、
配達員へお渡しください。
　ＮＴＴでは、地球環境保護として回収
した古電話帳から新しい電話帳を作る
「電話帳循環型リサイクル」を行ってい
ます。
　なお、ご不在時等で配達員に古い電話
帳を渡せなかった場合、後日改めて回収
に伺いますので、下記までご連絡くださ
い。お届けす
る電話帳の変
更や配達冊数
の変更につき
ましても下記
までご連絡く
ださい。

◎問い合わせ
　タウンページセンタ
　☎０１２０－５０６－３０９

　虫歯は国民病と言われるほどポピュラーな
病気ですが、実は感染症であることはご存じ
でしたか？
　バイ菌が虫歯を作るというのはご存じの方
も多いと思いますが、ではこのバイ菌はどこ

虫歯は感染症
市川公久 歯科医

診療所歯科だより
から口の中に入ってくるのでしょう？実は生
まれたばかりの赤ちゃんの口の中には虫歯菌
は一匹もいないのです。
　離乳期以降の食事に大人が自分で使ってい
る箸やスプーンでそのまま赤ちゃんに食物を
与えてしまうことで、大人の口の中から赤ち
ゃんの口の中に虫歯菌が入ってしまいます。
そして抵抗力のない赤ちゃんの口の中で虫歯
菌はすぐに増殖してしまいます。
　ある程度抵抗力ができる学童期以降であれ
ばそれほど神経質になることはないのです
が、これも日頃の歯磨きをきちんとしていれ
ば充分に虫歯は防ぐことはできますし、先月
号でお話ししたフッ素塗布も効果的です。

◎問い合わせ…金山町国保診療所
　　　　　　　☎５４－２０３１
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図 書 室 だ よ り

連城三紀彦 著（角川春樹事務所）
～どんでん返しの、信じられないほどの連続技。最
後の最後で読者は腰を抜かすことになる。「読売新
聞」「週刊文春」他各紙でも大反響の嵐～

◆図書館の利用状況（１１月分）
月間貸出冊数　６０冊
（うち児童書　２１冊）

◆県立図書館本の紹介
○決定版　電車大集合１３３８点
　広田尚敬・広田　泉　写真
　坂　正博　文（講談社）
○使える！豆腐おかずの本
　別冊ＥＳＳＥ（扶桑社）
○空の写真図鑑
　田中　達也著（学習研究社）

　貸し出しは１人３冊まで、貸し出し
期間は２週間です。土曜日も利用でき
ます。

◎問い合わせ　中央公民館
　☎５４-５３６０

☆　あたらしい本が入りました　☆
一般向け

石川　直樹 著（集英社）
～熱気球による太平洋横断の途中で消息を絶った
神田道夫との４年半。～
第６回開高健ノンフィクション賞受賞作

一般向け

造花の蜜

最後の冒険家

てるおかいつこ 文
すぎうらはんも 絵（福音館書店）
～サンタクロースってほんとうにいるのかな…～

児童向け サンタクロースってほんとうにいるの

金山町内街頭犯罪発生状況
（平成21年1月から10月末）

○金山町では１０月中刑法犯の発生が１件あ
りました。
○全刑法犯には、街頭犯罪以外（器物破損、
暴行、傷害、万引き、詐欺等）の犯罪発生
件数が含まれます。

年末年始特別警戒
12月15日～1月15日まで

　暖房器具や電気製品など多く使う季節にな
りました。次のことに気をつけて楽しい年末
年始を迎えましょう。

•石油ストーブなどに給油するときは必ず火
を消しましょう。

•石油ストーブの上には洗濯物を干さないよ
うにしましょう。

•家具やカーテン等の燃えやすい場所のそば
での使用はやめましょう。

•寝るときや出かけるときは必ず火を消しま
しょう。

•フィルターやファンの掃除はこまめに行な
いましょう。

◎問い合わせ
　会津坂下消防署金山出張所
　☎５５－３１００

区　　　分 管内 金山町
空き巣ねらい 1
忍 込 み 4
事務所荒し 2
出 店 荒 し 8
自 動 車 盗 2
オートバイ盗
自 転 車 盗 6
自販機ねらい 4 1
車上ねらい 7
強制わいせつ
街頭犯罪合計 34 1
全 刑 法 犯 114 2

会津坂下警察署からの
お知らせ

会津坂下消防署
金山出張所からのお知らせ
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
知
り

た
い
情
報
や
欲
し
い
商
品
を

す
ぐ
に
入
手
出
来
た
り
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
観
光
や
地
場

産
業
の
情
報
を
発
信
し
た
り
、

こ
れ
か
ら
の
地
域
活
性
化
の
た

め
に
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で

す
。
現
在
、
金
山
町
で
は
Ａ
Ｄ

Ｓ
Ｌ
と
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
と
い
う
二
種

類
の
電
話
回
線
を
使
っ
た
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

で
き
ま
す
が
、
通
信
速
度
が
遅

い
等
不
便
な
点
が
い
く
つ
か
あ

り
、
そ
れ
ほ
ど
普
及
し
て
い
ま

せ
ん
。
町
で
は
、
町
内
全
域
に

敷
設
す
る
新
し
い
光
フ
ァ
イ
バ

ー
網
の
一
部
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

に
解
放
し
、
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
サ
ー
ビ
ス
「
フ
レ
ッ
ツ
光
ネ

ク
ス
ト
」
を
提
供
し
て
も
ら
う

予
定
で
い
ま
す
。

Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
に
比
べ
て

光
だ
と
何
が
よ
い
の
？

　

安
定
し
た
高
速
の
通
信
速
度

で
利
用
で
き
る
た
め
、
ビ
デ
オ

や
動
画
が
高
品
質
画
像
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
Ｔ
Ｖ
電
話
を
利
用
し
た
場

合
、
音
声
と
画
像
が
同
調
す
る

よ
う
に
な
り
距
離
を
忘
れ
た
会

光
の
未
来
が
や
っ
て
く
る
！

《
第
４
回
》
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
よ
う
！

話
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
写
真

や
図
面
の
デ
ー
タ
も
短
時
間

で
送
信
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
交
換
局
か
ら
遠
く

離
れ
た
地
域
で
も
通
信
速
度
は

ほ
と
ん
ど
落
ち
ま
せ
ん
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は

ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
？

　

一
般
的
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
て
様
々
な
情
報

を
得
る
こ
と
が
で
き
、
家
庭
に

い
な
が
ら
買
物
や
旅
行
の
情
報

収
集
、
ス
ポ
ー
ツ
や
映
画
鑑
賞

が
自
宅
で
可
能
と
な
り
ま
す
。

手
紙
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
送
ら
ず
に
メ

ー
ル
で
の
や
り
取
り
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
自
分
自
身
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ブ
ロ
グ
を
開
設

し
広
く
情
報
発
信
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

ひ
か
り
電
話
っ
て
な
に
？

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
加
入
す

る
と
ひ
か
り
電
話
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ひ
か
り

電
話
と
は
、
今
ま
で
の
電
話
回

線
を
使
用
し
な
い
で
光
回
線
を

利
用
し
た
電
話
で
す
。
使
用
料

は
、
月
額
5
2
5
円
か
ら
と
な

り
ま
す
が
、
今
ま
で
の
固
定
電

話
を
廃
止
で
き
る
た
め
お
得
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｔ
Ｖ
電
話

を
購
入
す
れ
ば
、
離
れ
た
家
族

同
士
が
息
子
や
孫
の
顔
を
み
な

が
ら
電
話
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

利
用
料
金
は
？

　

フ
レ
ッ
ツ
光
ネ
ク
ス
ト
を
利

用
す
る
た
め
に
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

日
本
と
の
契
約（
月
額
5
，4
6

0
円
）
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る

た
め
に
は
別
に
ブ
ロ
バ
イ
ダ
契

約
（
月
額
5
0
0
円
〜
）
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
政
策
財
政
係

 

☎
54
–
5
2
2
2

148

生涯学習の
マスコット
マナビィくん

　

会
津
西
部
総
合
演
芸
大
会
が

十
一
月
十
五
日
、
御
神
楽
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
二
年
に
一
度
、
会
津

西
部
総
合
演
芸
大
会
実
行
委

員
会
の
主
催
で
開
催
さ
れ
て
お

り
、
今
回
で
十
二
回
を
数
え
ま

す
。
今
年
は
、
昭
和
公
民
館
ホ

ー
ル
を
皮
切
り
に
三
島
町
民
セ

ン
タ
ー
、
つ
き
み
が
丘
町
民
セ

ン
タ
ー
（
柳
津
町
）
と
、
十
一

月
の
毎
週
日
曜
日
に
四
町
村
を

巡
回
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

金
山
町
か
ら
は
、
町
文
化
協

会
に
加
盟
す
る
琴
金
流
大
正
琴

し
ゃ
く
な
げ
会
・
恵
会
・
笑
美

路
会
・
紫
陽
花
の
会
・
草
秀
花

の
会
・
金
山
宝
生
会
の
六
団
体

が
参
加
し
、
日
ご
ろ
の
練
習
の

成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

各
団
体
の
発
表
は
、
広
域
の

場
と
い
う
新
鮮
な
緊
張
感
の
中

で
行
わ
れ
、
舞
台
と
客
席
と
が

一
体
に
な
っ
た
素
晴
ら
し
い
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

四
町
村
芸
術
文
化
の
交
流

会
津
西
部
総
合
演
芸
大
会
開
催

高速通信を可能にする光ケーブル

華麗な舞をみせた発表会
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エ
コ
ロ
ジ
ー
生
活

し
て
い
ま
す
か
？

十
月
二
十
五
日
の
か
ね
や
ま
健
康
と
福
祉
ま
つ
り
で
、

保
健
推
進
員
会
が
エ
コ
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
ま
し
た
。
エ
コ
に
対
す
る
意
識
調
査
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

エ
コ
に
つ
い
て
の

意
見
（
抜
粋
）

•
ゴ
ミ
を
な
る
べ
く
出
さ
な

い
よ
う
に
し
て
い
る
。

•
エ
コ
バ
ッ
グ
を
作
り
す
ぎ
。

•
一
人
一
人
が
心
が
け
る
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

•
近
年
の
気
温
異
常
が
気
に

な
り
ま
す
。

•
ゴ
ミ
出
し
等
を
な
る
べ
く

区
分
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

•
部
屋
の
温
度
調
整
を
し
て

い
ま
す
。

•
野
菜
く
ず
等
は
コ
ン
ポ
ー

ト
に
入
れ
肥
料
に
す
る
。

•
毎
日
個
人
が
省
エ
ネ
や
エ

コ
に
つ
い
て
少
し
ず
つ
実

践
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
評
価

　

今
回
は
、
十
代
の
回
答
も

多
く
、
幅
広
い
年
代
層
に
エ

コ
へ
の
意
識
調
査
が
で
き
ま

し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
エ

コ
へ
の
関
心
の
高
さ
が
み
ら

れ
ま
し
た
。
今
後
も
保
健
推

進
員
の
活
動
の
一
つ
と
し
て

エ
コ
や
環
境
に
つ
い
て
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

１．アンケート回答者

２．節電について

３．節水について

４．買い物について

①こまめに電気は消しています
か？

②外出時、又は就寝時にテレビ
の主電源を切っていますか？

③家電の「エコ製品」などをご
存知ですか？

①洗面時、又は台所仕事の際節
水を心がけていますか？

②入浴は家族で間をおかず入る
ように心がけていますか？

③風呂の残り湯を洗濯等に利用
していますか？

①お店で余計な袋をもらわない
よう、布袋等を持参していま
すか？

②週に何回買い物をしますか？ ③地元での買い物を心がけてい
ますか？

10代
(8人)

20代(4人)
30代(6人)

40代
(9人)

50代
(21人)

60代
(24人)

70代以上
(27人)

例　電球、蛍光灯、冷蔵庫、テレビ、
ECOカー、エアコン、トイレットペーパー

女性
(77人)

男性
(22人)

はい
(94人)

いいえ( 5 人)

はい
(51人)

いいえ
(48人)

はい
(65人)

いいえ
(34人)

はい
(87人)

いいえ
(12人)

はい
(69人)

いいえ
(30人)

はい
(68人)

いいえ
(31人)

はい
(90人)

いいえ
(9人)

1 回
(29人)3 回

(23人)

2 回
(39人)

はい
(78人)

いいえ
(21人)

ほぼ毎日
(8人)

沼沢地区
(32人)

横田地区
(28人) 川口地区

(18人)

他町村
(21人)

①年代 ②性別 ③地区
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玉梨・八町長寿クラブが全国表彰

十
月
二
十
九
、
三
十
日
に
奈
良
市
で
開
か
れ
た
全

国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
で
、
玉
梨
・
八
町
長
寿
ク
ラ
ブ

が
、
今
年
度
の
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
十
一
月
十
五
日
に
は
祝
賀
会
が
開
か
れ
、

さ
ら
な
る
発
展
を
誓
い
ま
し
た
。

玉梨・八町
長寿クラブの理念
ひとりが
　みんなのために
みんなが
　ひとりのために
みんなが
　みんなのために

　

玉
梨
・
八
町
長
寿
ク
ラ
ブ（
押

部
源
清
会
長
）
は
、
昭
和
四
十

九
年
四
月
に
発
足
し
、
平
成
二

十
一
年
十
一
月
現
在
の
会
員
数

は
九
十
名
、
そ
の
平
均
年
齢
は

八
十
二
・
六
歳
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
全
国
表
彰
は
、
同
ク

ラ
ブ
の
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
の

さ
ま
ざ
ま
活
動
が
評
価
さ
れ
て

の
受
賞
で
す
。
代
表
的
な
活
動

の
一
つ
エ
ゴ
マ
栽
培
は
町
全
体

に
広
が
り
、
今
で
は
町
の
特
産

品
「
え
ご
ま
油
」
を
生
産
す
る

奥
会
津
金
山
エ
ゴ
マ
の
会
の
発

足
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

祝
賀
会
の
席
上
、
押
部
会
長

は
「
こ
の
受
賞
を
契
機
に
さ
ら

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
ク
ラ
ブ
に

し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
庶
務
の
栗
城
栄
二
さ

ん
は
「
今
ま
で
の
活
動
が
評
価

さ
れ
た
の
か
な
。
会
を
支
え
て

き
て
く
れ
た
先
輩
方
に
敬
意
を

表
し
た
い
」
と
受
賞
の
喜
び
を

語
り
ま
し
た
。

長
寿
ク
ラ
ブ
の
主
な
活
動

活
動
①　
奉
仕
活
動

　

地
域
に
感
謝
し
、
健
康
で
あ

る
こ
と
の
喜
び
を
奉
仕
活
動
に

つ
な
げ
よ
う
。

•
花
植
え
作
業

•
除
草
と
清
掃
作
業
等

活
動
②　
研
修
活
動

　

豊
か
な
こ
こ
ろ
と
う
る
お
い

の
あ
る
生
活
を
求
め
て
研
修
活

動
に
参
加
し
よ
う
。

•
研
修
旅
行

•
議
会
傍
聴
等

活
動
③　
健
康
・
生
産
活
動　

　

介
護
か
ら
介
護
予
防
の
時
代

を
迎
え
、
健
康
な
心
と
体
づ
く

り
に
努
め
健
や
か
で
生
き
が
い

あ
る
生
活
を
実
現
し
よ
う
。

•
エ
ゴ
マ
の
継
続
栽
培
と
販
売
・

健
康
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い
等

活
動
④　
友
愛
活
動

　

ひ
と
り
が
み
ん
な
の
た
め
に
、

み
ん
な
が
ひ
と
り
の
た
め
に
、

み
ん
な
が
み
ん
な
の
た
め
に
手

を
た
ず
さ
え
よ
う
。

活
動
⑤　
趣
味
の
活
動

　

趣
味
を
も
ち
、
生
き
が
い
の

あ
る
生
活
を
実
現
し
よ
う
。

　　

玉
梨
・
八
町
長
寿
ク
ラ
ブ
は
、

会
員
一
人
ひ
と
り
の
考
え
の
も

と
活
動
し
て
お
り
、
そ
の
活
動

は
地
区
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
町

内
の
環
境
美
化
に
も
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
長
寿
の
町
か
ね
や

ま
を
代
表
す
る
長
寿
ク
ラ
ブ
と

し
て
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」

の
輪
を
大
き
く
広
げ
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。

今後の飛躍を誓った祝賀会

奉仕のこころでの除草作業
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